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背景および目的

野球競技では，投球速度の大きい投手に対して打
者が振り遅れた場合に，バットを短く持たせて打
撃させることがある．しかし，「バットを短く持
つ」ことによる打撃の時間的な正確性に与える影
響については不明な点が多い．特に，複数の速度
の移動標的がランダムに提示される状況下におい
てはほとんど検討が行われていない．

グリップ位置の違いが打撃の時間的な正確性
に与える影響について，２種類の速度の移動
標的がランダムに提示される状況下において
明らかにする事である．

方 法

実験参加者：大学野球部所属選手１０名

課題条件
課題は定速条件（8m/s）と移動開始から到達に

かけて減速する（8m/s → 4m/s）減速条件としラ
ンダムに提示した．課題は計64スイング行った．

初速 終速 刺激提示時間

定速条件 ８m/s ８m/s ５００ms

減速条件 ８m/s ４m/s ７５０ms

分析項目
• タイミング誤差

定常誤差（CE）・絶対誤差（AE）
• タイミング誤差はインパクト位置に設置した光電

管装置の信号から測定した．

２種類の速度の移動標的がランダムに提示され
る状況下では，バットを短く持ち替えてスイングし
ても打撃タイミングの時間的な正確性の向上は
認めらなかった．

実験課題
• 一致タイミング課題
打撃シミュレーターを用いて，ターゲットのイン

パクト位置への到達に合わせたバットスイング．

結果及び考察

• 4スイング1セットとし各セット3スイング
目のみバットを短く持ち替えてスイング
した．全16セット（計64スイング）．

１スイング目 2スイング目 3スイング目 4スイング目

ひと握り短く持つ
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